
地震火災対策の取組状況について（報告） 

 

１ 地震火災対策の概要 

・平成 26 年 3 月に策定した「横浜市地震防災戦略における地震火災対策方針」に基づき、 

「燃えにくいまち、燃え広がらないまち」の実現に向けた取組を進めています。 

・地震火災の被害は特定の地域に集中することが想定されるため、重点的に対策を実施する 

地域を絞り込み、目標年次である令和 4年度末の減災目標達成を目指し、関係区局が連携 

して取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地震火災対策方針における具体的な施策（抜粋）】 

区分 目的 施策内容 所管局 

防災まちづくり 
施策 

「ハード施策」 

火災に強い都市空

間の形成 

建築物の不燃化（防火規制、補助） 都市整備局、建築局 

延焼遮断帯の形成 

（都市計画道路整備・沿道不燃化） 

（既設路線沿いの沿道不燃化） 

道路局、都市整備局、建築局 

狭あい道路の拡幅整備 建築局、都市整備局 

小広場等・防火水槽の整備   都市整備局、環境創造局、消防局 

地域防災力・ 
消防力向上施策 

「ソフト施策」 

・出火率の低減 

・初期消火力の 

向上 

感震ブレーカー設置補助      総務局 

初期消火器具等設置費用の補助 消防局 

 

 

 

２ 地震火災対策の現状と課題 

・建築物の不燃化については、令和元年度末時点で目標値の約 62％（5,700 棟中 3,520 件） 

であり、概ね計画通り推移しています。 

   ・延焼遮断帯の形成としての都市計画道路整備については、用地買収などを積極的に行う

など取組を進めていますが、進捗が遅れています。 

   また、既設路線沿いの建築物の不燃化についても、建築物不燃化推進事業補助の重点的

な周知などを進めていますが、進捗が遅れています。 

  ・感震ブレーカーの設置補助については、補助対象範囲を広げる制度拡充などの施策強化 

や広報周知を積極的に進めていますが、進捗が遅れています。 

 

  【主な施策の進捗状況】 

区分 目的 施策内容 進捗状況 

防災まちづくり
施策 

「ハード施策」 

火災に強い都市空間 

の形成 

建築物の不燃化（防火規制、補助） 〇 

延焼遮断帯の形成 

（都市計画道路整備・沿道不燃化） 

（既設路線沿いの沿道不燃化） 

 

△ 

△ 

狭あい道路の拡幅整備  △※ 

小広場等・防火水槽の整備   ― 

地域防災力・ 
消防力向上施策 

「ソフト施策」 

・出火率の低減 

・初期消火力の向上 

感震ブレーカー設置補助       △※ 

初期消火器具等設置費用の補助 〇 

注：進捗状況の凡例 〇：概ね予定通り △ ：遅れあり ―：数値目標なし  

※：中期４か年計画（2018～2021）の目標に対する進捗状況 

 

３ 今後の進め方 

・現状と課題をふまえ、令和４年度の減災目標年次に向けて、地震火災対策に関する補助

制度等の市民への広報・周知を行いながら、それぞれの施策を着実に推進します。 

・令和３年度は、地震火災対策の振返り（減災効果検証）を行うとともに、今後の進め方

や５年度以降の地震火災対策の方針と施策について、検討を行います。 

 

 

【スケジュール案】 

令和３年度 ４年度 ５年度～ 

   

 

図 
        

焼失棟数 

（棟/50m メッシュ） 

【横浜市防災計画（震災対策編）における減災目標】 

全壊焼失建物棟数５０％減  【56,000 棟減】 

地震火災による被害を重点的に 

軽減させることにより目標を達成 

 市民および地域の防災力向上等 

建物倒壊等による被害の防止 

火災による被害の軽減 

【被害想定図（焼失棟数）（平成 24年 10 月）】 

建築・都市整備・道路委員会 

令 和 3 年 2 月 1 5 日 

都 市 整 備 局 

減災目標 

方針の改正 
次期方針 

次期施策 
施策の見直し、次期方針・次期施策の検討 

減災効果検証 

【対象地域図】 
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資料４ 



進捗に遅れがある主な施策 

１ 延焼遮断帯の形成 

 

別紙 

六角橋線 

山元線 

汐見台平戸線 

桜木東戸塚線 

泥亀釜利谷線 

 

六角橋線（神奈川区）、汐見台平戸線（南区）、 

泥亀釜利谷線（金沢区） 

【進捗状況】 

用地取得率：約５割 (面積ベース) 

（令和元年度末時点） 

【主な課題】 

関係地権者が多く、用地取得や建物除却に時間を

要している。 

 

山元線（中区）、桜木東戸塚線（南区） 

【進捗状況】 

耐火性能の低い建築物（※）が全体の約２割 

残っている。（平成 30年度末時点） 

※防火構造よりも燃えやすい裸木造建築物 

【主な課題】 

用地取得等を行わないため、建替えのタイミン

グについては、所有者の意向が優先される。 

裏面あり 

      都市計画道路整備路線 

      既設路線沿いの沿道不燃化の路線 

延焼遮断帯の位置 

都市計画道路整備路線（３路線） 

既設路線沿いの沿道不燃化の路線（２路線） 



２ 狭あい道路の拡幅整備 

【進捗状況】 

   中期４か年計画（2018～2021）における進捗率（※１）：約４割（中間振り返り時点） 

※１：拡幅整備延長距離 

   

  【主な課題】 

路線型（※２）の狭あい道路拡幅では関係地権者が多く、合意形成に時間を要してい 

る。 

※２：地域での合意形成を経て一定のまとまりのある区間を一体的に整備するもの 

 

３ 感震ブレーカー設置補助 

【進捗状況】 

  中期４か年計画（2018～2021）における進捗率（※３）：約２割（令和３年１月末時点） 

※３：感震ブレーカー等設置補助件数 

 

【主な課題】 

・市民に設置の必要性をより一層伝えていく必要がある。 

・器具の種類が多く、取付可能な器具の判断が難しい。 

 

（感震ブレーカーの事例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今年度に実施した施策強化・広報周知】 

項 目 内 容 

感震ブレーカー等設置推進

事業の制度拡充 

① 重点対策地域内で個人を対象とした 

助成制度を開始 

② 重点対策地域内で 65歳以上の高齢者 

世帯等への器具取付支援を開始 

広報周知 重点対策地域の全世帯に案内チラシを 

ポスティング 

 

 

①おもり玉式            

 

②コンセント式   

 


